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カニ星雲全領域のスペクトルのシンクロトロン放射成分はベキ関数で表されるが、近赤外域でベキの折れ曲が
りが見られる。この折れ曲がりのエネルギーよりも高エネルギー側の放射起源は超新星爆発後にパルサーにより
加速された粒子であり、低エネルギー側の放射起源は超新星爆発時に加速された粒子であると考えられてきた。
しかし、過去 3回に渡って行った (2004年 9月、2005年 2月、2005年 10月)近赤外観測から、カニ星雲中心部
の構造の明るさが半年の間に変動しているという結果を得た。また他の近赤外線観測グループではカニ星雲中心
部の構造がキロ秒スケールで変動しているという結果が報告されている (Melatos et al. 2005)。このことからパ
ルサーによって加速さらた粒子の寄与が近赤外域にも及んでいると考えられる。
今回、我々は過去に行った近赤外観測のデータを用いて、カニ星雲中心部のスペクトル解析を行った。その結
果、パルサー近傍にあるノットのスペクトルのベキとフラックスが過去の観測結果と比べて変動しているという
ことがわかった。またノットの他にも星雲中心部周辺でフラックスが変動している構造を確認している。本年会
では、星雲中心部周辺構造の近赤外スペクトルの時間変動について報告する。


